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荷 試験の 波形 マ ッ チ ン グ 解析 に よ っ て 行 うこ とを検討 して い る。

　 五 つ の セ ッ シ ョ ン に お い て ，新 しい 工 法の杭や 従来の杭の 構造

や施 工 法の 改 良を 図った 杭 に 関 して の 支持 力特 性 を把握 す る た め

の 原位置載 荷試験，模 型試験，各 種 の 数値解析 お よ び既往の 設計

基準 に お け る支持 力式 と の 比 較 な どに 関 す る研 究報告 が 多か っ た。
杭 の支持 力 式 の 設定 は，従来 よ り，多 くの 載荷試 験結果 に基づ い

て ，例 え ば，標準貫入 試験 に よ る 1＞値 と支 持力度 の 関係 に よ っ

て い る。地盤 の 破壊 ・変形問 題 に お い て 実施 工 の シ ．ミ ュ レ
ー

シ ョ

ソ がで きる レベ ル に 近 づ い て い る近年の 地盤力学 の 適用を，杭基

礎 構造分野 に 行 っ て い る 論文 が幾 つ か み られた が，メ カニ ズム 等

の 詳細に 深 く立 ち 入 らず に，載荷 試験結 果 よ り論 じて い る論文 も

少な くない 。今後，杭基礎 構造物 の 支持 力向上，コ ス トダウ ン，
施 工性 向 ltな どを 目指 して，各種 の 新形式等の 杭基礎構造が提案

され，実 施工 で 使用 さ れ る に あた り，支持 力式 に関 して は，最終

的に は 簡便化 を 目的 に整理す る として も，その 設定の 検討過程に

お い て は ，地 盤 力学 に 基づ い た精緻 な分析 ・検討を行 う必 要が あ

る と考 え られる 。
こ う した こ とが，十 分な 地盤デ

ー
タを備 えた載

荷試 験結果 の蓄 積 と合 わ せ，近 年 の 技術 基 準 の 性能 規定化 や 国際

化等 の 環境変化 の も とで，基礎構造物 の 設 計技 術の 革新 を図 るき

っ か け に な る と思 わ れ る。

　最後 に，本総括 を ま とめ る に あ た り各セ ッ シ ョ ン で 座長 を務 め

られ た，京 都大学 木村　亮先 生，広 島大 学 山 本 春行先 生，千葉大

学中井 正
一先生 ，関西 大学伊 藤淳志先 生 ，東急建設 矢島淳二 氏 に

よる メ モ を 参考に さ せ て い た だ い た。こ こ に 記 して 謝 意を 表 しま

す 。
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　 本部門 で は ，
“
基礎 構造 物

”
に 分 類 さ れ た 138編 の うち ，杭基

礎 に 関連 す る24編 に つ い て 紹介 す る。3 セ ッ シ ョ ソ に分か れ て 発

表 さ れ た が，研究 内容を 分 類す る と表一1の よ うに ま とめ られ る。

　鋼管杭新 工 法 に 分類 した 8 編 の 論 文 は ，い ず れ も室 内模 型実

験 お よび現 場載荷試験 に よ り支 持 力に つ い て 調 べ た もの で あ る 。
回 転貫入杭 に 関す る室 内模型実験 （932，933）で は，杭貫 入 時の

特性，な らび に先端翼部 と軸部の 支持性能 に つ い て，ス トレ
ー

ト

杭 と比較 しなが ら検討 して い る。バ イブ U 施工 鋼管杭に関す る研

究 （934，935）は，6現場 の 載 荷試験事 例 を基 に，静的な 支持 力

算定式や施工 管 理 用の 動的支持力式の 提案を行 っ てい る。マ イク

ロ パ イ ル に関す る 研究 で は，基礎 の 支持 力改善を 図る ため に杭 に

プ レ ス トレ ス を
ef

え た 模型 実験 （936），マ イク ロ パ イル の 周辺 地

盤 を 高圧噴射撹拌 して 改 良体 を作成 す る現場実験 （937〜939）が

発表 された。以上三 つ の 工 法は，そ れ ぞ れ 次 の よ うな特徴や背景

を有する。回 転貫 入 杭は 騒 音 振動 の 発生 が 少 な い 上 に 残土処理が

不 要 で あ る こ とか ら，市街地 で の 施 工 が 可能 で しか も高支持力が

期 待 で きる こ と，パ イブ ロ に よる杭 打ち工 法は バ イ ブロ バ
．
ソ マ

ー

が最近 ますます高性 能化 し，支持層 ま で 打 設 可能な 機種が増 えて

い る こ ど ま た，マ イ ク ロ パ イ ル は 狭隘 な 場所 で の 施工 も可能 な

上 に 高支持 力なた め ，既設 基礎 の 耐震補強 工 法 として も期待 さ れ

て い る。した が っ て ，こ れ らの 工 法 を用 い た 工 事 の 需要 は 今後 ま

す ます 多 くな る と予 想 される 。

　群 杭 に 分類 した 2 編は，い ずれ も群杭効果 を 念頭 に 置い た論

文 で あ る 。 940は最近普 及 しつ つ あ る 急速載 荷試験 を群杭 に適用

した場 合の 特 性 につ い て ，941は杭支 持建物 の 沈下 解析を効率的

に行 うた めの 群杭の モ デル 化 に つ い て，そ れぞ れ 解析的 な検討を

行 っ て い る。実構造物 で は多 くの 場合が群杭 と して利用 されるの

で あ る か ら，単杭 との 違 い を解 明す る研究 は 極め て重要で あるワ

　パ イ ル ドラ フ トに 分類 した 8 編 の うち 6 編 が 解 析的 な論文 で

あ る。そ の 多 くは FEM と Mindlin解 を利用 した もの で あ っ て，
地 盤／ 杭／ ラ フ トの 相互作 用 が考 慮 さ れ て い る。942は よ り効率

的なパ イ ル ドラフ トを 目指 して，杭 長 や 断 面 積を 建物平面 内で 変

化 さ せ た も の で あ り，943は 橋梁 基礎 の 解析 例で あ る。こ れ らは

鉛 直荷重 を受 け る場 合で あ っ た が，地震時 を想定 した 論文が 多 く

な っ て い る の が 最近 の傾 向で ある。すな わ ち，パ イ ル ドラ フ トに

水 平 h を作用 させた 場 合に つ い て，杭 の 変位 や 曲げ モ
ー

メ ン トに
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表
一1　 研究 内容の 分類 （24編 ）

項　 　 日

．
発表
件数

内　 　 　 　 　 　 容

鋼管杭新工 法
8

回転貫 入杭 〔932，933），バ イブ ロ 施工鋼管杭 （934，935），
マ イ ク ロ パ イル （936

〜939 〕

群杭 2 急速載荷試 験 （940），沈下 解析 モ デ ル 〔941）

パ イ ル ドラ 7 ト

8
鉛直荷重 （942，943），水平 力 〔945〜948），水平 力 ・

モ
ー

メン ト 〔944），液状化抑止 （949）

施⊥ ・晶質 管理

6

杭の 打込み 性 （953＞，イ
．
ノテ グ リ テ ィ

ー
試験 〔954），揚所

打 ら コ ン ク リ
ー

トの 品質 （955・−957｝，地 中速壁 用分散 材

〔958 ） 「『

与え る要因 を 検討 した もの （947，948），地 震時に お け る上 部 構

造の 慣性 力に 見合 う水 平力 とモ ーメ ン トを作用 させた橋梁基 礎を

取 り扱 っ た もの （944），さ らに，液状化 に 着 目して 過剰 間隙水圧

を杭先端 以深の 地 盤 に作用 さ せ た FEM 解析 例 （949）等で あ る。

模型実験 （945，946）も含む 以上 の 研究か らは，水 平 力を作用 さ

せ た場 合に もラ フ トと地盤の 接触効 果が 大 きい こ と が述 べ られて

い る。限界 状態設 計法 に お い て は沈下予測 が 重要 に なる こ と もあ

り，出席者 の 関心 も高 く討論 は非常 に 活発 で あ っ た 。 最後に 座長

の 土屋 が ，パ イル ドラフ トは 不 同沈 下 を 制 御す るの が 目的 で あ る

とす る基 本的考 え方 を 説 明 した 後，今後 に 残 され た課 題を列挙 し

て 本セ ッ シ ョ ン を ま とめ た。

　施工 ・品質 管理 に は 6 編 の 論 文 が発表 さ れた。場 所 打 ち 杭 の

イン テ グ リテ ィ
ー試験 （954）で は，施 工 に よ る 大 きな 不 良箇所

や 杭実長 が 比 較的簡単に 全 数検 査 で き る こ とが 示 され た。場所打

ち杭 の 品質に 関 して は，孔底に ス ライム が堆積 した状 況で の コ ン

ク リ
ー

トの 打設挙動 （955），孔底堆 積物の 深 さ方 向の 性質 （956），

泥水濃 度が コ ン ク リ
ートの 付着 強度 に及 ぼ す影響 （957）が発表

された。実施工 され る 群杭状態で は杭先端部へ 伝達さ れ る 荷重が

単杭 に 比 べ て か な り大き くな る た め，先端部 の 支持 力や沈 下剛性

が 極め て重要 とな る。その点で ，場所打 ち杭 の 先端付近 の 品質 に

着 目 した こ れ らの 研究 の 意義は 大 きい
。 その ほ かに，杭 の 打込み

性 に及ぼ す ハ ン マ ー
（953） や地 中連続壁 用の 分散材 （958）につ

い て も発表 され た 。 性 能設計 に お い て は 品質管理 が重要 で あ る こ

とは 当然 で あ り，本 セ ッ シ ョ ン で 発表 さ れ た よ うな研究 は 地道だ

が 大 変 に重 要 な の で 更 な る進展 を 期待 した い 。

　本稿 を作成 す る に あた り，セ ッ シ ョ ン座 長を 務め られ た 崎本純

治氏 （大林組 技研） か ら貴重な メ モ を い た だ い た こ とを記 して 感

謝 申 し上 げま す。
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